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横 浜 市 教 育 委 員 会 

定例会会議録 

 

 

 

  １ 日  時  平成28年７月１日（金）午前10時00分 

 

  ２ 場  所  教育委員会会議室 

 

  ３ 出 席 者  岡田教育長 今田委員 間野委員 西川委員 長島委員 

 

  ４ 欠 席 者  宮内委員 

 

  ５ 議事日程  別紙のとおり 

 

  ６ 議事次第  別紙のとおり 
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教 育 委 員 会 定 例 会 議 事 日 程 

 

平成 28年７月１日（金）午前 10時 00分 

 

１ 会議録の承認 

 

２ 一般報告・その他報告事項  

  子どもアドベンチャー2016について 

   

３ 請願等審査 

  受理番号３ 俣野小学校・深谷台小学校の統廃合に関する請願書 

   

４ 審議案件 

教委第 25号議案 横浜市社会教育コーナー指定管理者選定評価委員会委員の任命について 

教委第 26号議案 横浜市少年自然の家指定管理者選定評価委員会委員の任命について 

教委第 27号議案 横浜市学校規模適正化等検討委員会臨時委員の任命について 

 

５ その他 
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岡田教育長 

 

 

 

 

 

小林教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田教育長 

 

［開会時刻：午前10時00分］ 

 

～傍聴人入室～ 

 

 それではただいまから、教育委員会定例会を開会いたします。本日は宮内委員

から欠席の連絡をいただいております。 

 はじめに、会議録の承認ですが、前回６月20日の会議録は準備中のため、次回

以降に承認することといたします。 

 次に、議事日程に従い、教育次長から一般報告を行います。 

 

【一般報告】 

 

１ 市会関係 

 

２ 市教委関係 

 （１）主な会議等 

  ○６／22 平成28年度第１回横浜市大学連携・協働協議会 

  ○６／27 平成28年度新任校長研修 

  ○６／30 平成28年度第１回横浜市児童・生徒指導中央協議会 

（２）報告事項 

  ○子どもアドベンチャー2016について 

 

 教育次長の小林です。それでは、報告いたします。 

 教育委員会関係の主な会議等ですが、６月22日に平成28年度第１回横浜市大学

連携・協働協議会が横浜花咲ビルで行われ、岡田教育長が出席、挨拶をいたしま

した。本年度は51の大学と協定を結んでおり、当日の協議会では第１部が全体

会、第２部はグループ協議を行いました。全体会では、これまでの取組の報告等

が行われ、第２部のグループ協議では大学での教育実習の事前・事後指導の充

実、教育実習の内容の充実、相互交流の有効活用について協議されております。 

 続いて、６月27日に平成28年度新任校長研修が横浜花咲ビルで行われ、岡田教

育長が新任校長に対して講話を行いました。 

 また、６月30日には、平成28年度第１回横浜市児童・生徒指導中央協議会が神

奈川県立青少年センターで行われ、岡田教育長が出席、挨拶をいたしました。

「子どもを見守る体制づくり「チーム学校」〜課題解決のための多機関連携を推

進する〜」をテーマに掲げ、実践報告では横浜市教育委員会事務局の統括スクー

ルソーシャルワーカー渡邉香子さんが、横浜型スクールソーシャルワーカーの実

践について、報告をいたしました。続いて講演では、文部科学省国立教育政策研

究所生徒指導・進路指導研究センター、中野澄総括研究官から「不登校対策を柱

にした『チーム学校』を考える」というテーマでお話をいただきました。 

 次に、報告事項として、「子どもアドベンチャー2016」について、この後所管

課から報告させていただきます。 

 私からの報告は以上でございます。 

  

 報告が終了いたしましたが、御質問等はございますでしょうか。 

 特に御質問がなければ、子どもアドベンチャー2016について、所管課から報告



4 

 

 

小椋教育政策

推進等担当部

長 

 

 

 

重松生涯学習

文化財課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田教育長 

 

長島委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いたします。 

 

 教育政策推進等担当部長の小椋でございます。よろしくお願いいたします。 

 ８月17日、18日の２日間、市内の小中学生を対象にキャリア教育の視点、ある

いは人との交流の場の提供ということで、多様なプログラムを実施します子ども

アドベンチャー2016を開催いたします。 

 内容につきまして、課長から御説明いたします。 

 

 生涯学習文化財課長の重松です。よろしくお願いいたします。 

 今、趣旨については部長から説明がありましたが、２番の開催日時は、平成28

年８月17日、18日の２日間で、大体午前10時から16時を目途にやっております。

この事業は、平成16年度から始めまして、当初は秋休みにやっておりましたが、

平成18年度から大体夏休みのこの期間、皆さんが参加しやすいだろうということ

で、やっております。 

 ３番の対象ですが、市内在住・在学の小中学生ということです。 

 ４番のプログラムは、プログラムの数え方はいろいろあるのですが、一応82

で、そのうち新規が17、参加団体数は民間企業も含めまして96ということになっ

ております。 

 その次に、新規プログラムとしまして、３つ抜粋しました。「お年寄りとのふ

れあい」、「電車の下の力持ち」、「みなとみらいで生き物探し」といったプロ

グラムが新規になっております。 

 ５番の過去３年の実績は、平成25年度から毎年増えておりまして、昨年度は１

万4631人、プログラムも増えておりまして、年々充実してきている事業でござい

ます。 

 裏面に昨年度の様子の写真を簡単に載せさせていただいております。その後ろ

に、プログラムを参考までに付けさせていただいております。市立の各学校など

に配付しております。 

 説明は以上でございます。 

 

 説明が終了いたしましたが、御質問等はございますでしょうか。 

 

 この子どもアドベンチャーは本当に親子がともに良い体験ができる、ものすご

くすばらしい企画と事業だと思っております。私もそろそろこのパンフレットが

届いてくると、開催をとても楽しみにしていまして、昨年も幾つか、２日間で回

れる限り回れるところを、近隣を中心に伺っています。本当に親子はこれを手に

関内を歩いています。そして、「次はここにしよう」とこの地図などを見ながら

歩きました。 

 今年はたくさんの企業から広告をとって、少しでも事業を拡大しようというと

ころがまずプラスの良いところであるのですが、１点だけ残念なことがありまし

て、全体地図がなくなっていることが私にとっては残念です。横浜市全体の中

に、例えば横浜市歴史博物館であるとか、「こことここなら行かれるかな」とい

う一目瞭然のものが、多分スペースの関係だと思うのですが、関内周辺だけにな

ってしまったことが、参加したかった私にとっては残念なことだったので、やは

り地図を見て動くということも学びの１つでもあるでしょうし、また復活できる

のであれば、御検討いただければと強く思っています。 
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重松生涯学習

文化財課長 

 

 

 

長島委員 

 

 

岡田教育長 

 

西川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重松生涯学習

文化財課長 

 

 

 

今田委員 

 

 

岡田教育長 

 

重松生涯学習

文化財課長 

 

 

岡田教育長 

 

 

 

 

上田施設部長 

 

 

 

 

 

門林学校計画

課担当課長 

御指摘ありがとうございます。地図につきましては、ホームページ上でどうい

った対応ができるかとか、現在それに代わるような方法を検討しておりますの

で、来年度以降、このスペースの中でどういった工夫ができるかも併せて検討し

ていきたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

 ネットで調べるのも１つなのですが、どちらもできる子どもたちに育てるため

にも、またそれも御検討ください。ありがとうございます。 

 

 ほかには何か御意見はよろしいでしょうか。 

 

 小学校・中学校にこのパンフレットを配布してくださっているということは、

とてもすばらしい、良いことだと思います。私も今見ていたのですが、11番のわ

くわく防災キャラバンはすごいと思っているのですけれども、学校によっては防

災意識がとても高いところとか、いろいろなことをやっている取組がありますの

で、是非配るだけではなくて、担任の先生から一言言っていただいて、参加する

意義があるということを口添えしていただくと、子供たちも何かしやすいのでは

ないかと考えます。学校に応じていろいろと興味があるところがあるかもしれま

せんし、個人でもあるかもしれません。その辺も参加するように促していただけ

るよう工夫していただけると有り難いと思います。 

 

 ありがとうございます。また検討したいと思います。ただ、全体のプログラム

への応募が非常に多いので、なかなか声掛けしても、現実的にどれくらい参加で

きるかというのが厳しいところもあります。その辺も踏まえて考えていきたいと

思っております。 

 

 学校閉庁期間からは外れるようにしているのですね。一緒になってしまうので

すか。 

 

 学校閉庁期間は16日までです。 

 

 学校閉庁期間となかなかリンクできないものがありまして、あと企業さんと

か、いろいろな事業の都合の中で、大体この辺だと可能だという日で日程を調整

させていただいております。 

 

 ほかにはよろしいでしょうか。 

 それでは、ほかに御質問等がなければ、議事日程に従いまして、次の請願等審

査に移ります。５月17日付で受け付けまして、各委員に配付しております受理番

号３の請願書について、審査を行います。事務局から説明いたします。 

 

 施設部長の上田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、戸塚区の深谷台小学校・俣野小学校の統合につきまして、お手元の

資料のとおり、受理番号３の請願書が届いております。 

 それでは、請願の内容につきましては、担当の課長から説明させていただきま

す。 

 

 学校計画課担当課長の門林です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、受理番号３と書いてある請願書を御覧ください。こちらは個人３名
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岡田教育長 

 

長島委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田教育長 

 

の方から提出されているものです。請願の要旨でございますが、２項目ございま

して、第１といたしまして、統合準備期間の１年延長を求めます、というもので

ございます。第２といたしまして、統合に関しての子供の心のケアに十分な期間

と手段を求めますと、この２つの項目についてでございます。 

 なお、この２つ目の項目に関しましては、教育長委任ということで回答させて

いただければと考えております。 

 請願の中身、主張について説明させていただきます。学校から子供たちへ統合

について説明が行われたが、子供たちは傷つき、統合の話が消化できないでい

る。また、スクールゾーンの整備や、交流事業について予定が発表されておら

ず、準備ができているとは思えない状況であり、統合への準備期間を確保するた

め、統合を１年延ばしてほしい、というものでございます。 

 これまでの検討経過について説明させていただきます。深谷台小学校と俣野小

学校の小規模校対策については、平成24年度から、深谷台小学校・俣野小学校通

学区域と学校規模の適正化検討委員会にて検討を続けてきましたが、６月29日の

第12回検討委員会をもって検討を終了しております。今後は７月６日に開催され

る横浜市学校規模適正化等検討委員会へ意見書が提出される予定で、親会におい

て審議後、教育委員会に答申される予定となっております。 

 来年度の統合に向けた準備についてでございますが、請願を受理した時点では

実施に向けて調整中ではございましたけれども、通学安全点検については既に６

月10日、17日に地域や保護者、学校関係者とともに、新たに想定される通学路の

通学安全点検を実施しております。また、その際にいただいた要望内容について

は要望書にまとめ、今後関係機関に対してしっかりと通学安全対策が行われるよ

う要望してまいります。 

 また、関係校における交流事業につきましても、俣野小学校では保護者あてに

交流計画をお知らせしており、６月から学年ごとに交流事業が始まっておりま

す。今後も統合による子供たちの不安が少しでも軽減されるような取組を進めて

まいります。 

 このような状況の中で、回答の考え方でございますが、俣野小学校及び深谷台

小学校の対策については、平成24年度から検討を開始し、平成27年８月には教育

委員会から横浜市学校規模適正化等検討委員会に諮問しており、現在調査・審議

しております。教育委員会においては、当検討委員会からの答申を尊重して、今

後の小規模校対策を決定してまいります。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

 事務局からの説明が終了いたしましたが、御質問等はございますでしょうか。 

 

 統合に向けて大人が環境をつくっていくと思うのですが、是非事務局として地

域の方々であるとか、学校の職員であるとか、保護者の方々が、未来に向けて子

供たちに、楽しい環境が待っているというイメージづくりをすることが、子供の

心身の育成により良い影響を与えるのではないかと思っておりますので、その辺

は万全の体制で進めてほしいと思っています。 

 いろいろな御意見があるのは十分承知しているのですが、やはり何が今の子供

たちにとって大事なのかといったときに、身近な大人の思いや環境づくりなので

はないかと思っていますので、十分御配慮いただければと思います。 

 

 ほかにはいかがでしょうか。 
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西川委員 

 

 

 

 

岡田教育長 

 

 

 

各委員 

 

岡田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

岡田教育長 

 

 

 

 

加納委員会担

当係長 

 

 

 

 

 

 

 

岡田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校の児童というと、非常に微妙なところがありますので、是非温かい、新

しくなったときにも前向きな、「ここで良かった。来て良かった。統合されて良

かった」というような学校づくりができると良いと思っております。よろしくお

願いします。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

 ほかに御意見等がなければ、受理番号３の請願書については、事務局の考え方

に沿った回答でよろしいでしょうか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、承認させていただきます。回答文につきましては、承認いただいた

考え方に沿って、回答させていただきます。 

 以上で請願等審査を終了いたします。 

 次に、議事日程に従い、審議案件に移ります。まず、会議の非公開について、

お諮りします。教委第25号議案「横浜市社会教育コーナー指定管理者選定評価委

員会委員の任命について」、教委第26号議案「横浜市少年自然の家指定管理者選

定評価委員会委員の任命について」、教委第27号議案「横浜市学校規模適正化等

検討委員会臨時委員の任命について」はいずれも人事案件のため、非公開として

よろしいでしょうか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、教委第25号議案から教委第27号議案までは、非公開といたします。

審議に入る前に、そのほか、皆様から何かございますでしょうか。よろしいです

か。 

 では、事務局から報告をお願いします。 

 

 では、報告させていただきます。６月27日に１団体から中学校の夜間学級に関

する要望書が提出されました。こちらの要望書につきましては、事務局で対応を

調整の上、教育委員会で審議が必要な場合は、次回以降にお諮りしたいと思いま

す。委員の皆様は、内容の御確認をよろしくお願いいたします。 

 また、次回の教育委員会臨時会は、７月29日、金曜日の午前10時から開催する

予定です。 

 また、８月定例会は８月５日、金曜日の午前10時から開催する予定ですので、

よろしくお願いします。 

 

 それでは、次回の教育委員会臨時会は７月29日、金曜日の午前10時から開催す

る予定です。また、８月定例会は８月５日、金曜日の午前10時から開催する予定

です。別途、通知いたしますので御確認をお願いいたします。 

 次に、非公開案件の審議に移ります。傍聴の方は御退席をお願いします。ま

た、関係部長以外の方も御退席ください。 

 

＜傍聴人及び関係者以外退出＞ 

 

＜非公開案件審議＞ 
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岡田教育長 

 

 

 

教委第25号議案「横浜市社会教育コーナー指定管理者選定評価委員会委員の任

命について」 

（原案のとおり承認） 

 

教委第26号議案「横浜市少年自然の家指定管理者選定評価委員会委員の任命に

ついて」 

 （原案のとおり承認） 

 

教委第27号議案「横浜市学校規模適正化等検討委員会臨時委員の任命につい

て」 

（原案のとおり承認） 

 

本日の案件は以上です。これで、本日の教育委員会定例会を閉会といたしま

す。 

 

［閉会時刻：午前11時10分］ 

 


